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キーワード フリッツ・ラング､ 『ニーベルンゲン』､ ワイマール､ 国民映画､ 幾何学的
な様式､ 大衆の装飾､ 第一次世界大戦､ ジークフリートの死
はじめに
ドイツ国民映画の代表とされる 『ニーベルンゲン』 は､ 第一部 ｢ジークフ




























































マンの見事な連携である｡ また､ アルノルト・ベックリンの絵画､ バウハウ
スの建築など同時代の芸術文化を映画の中に見事に融合している｡
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１. あらすじ
『ニーベルンゲン』 には３つのヴァージョンがある｡ 一つ目は､ 1925年に
アメリカに短縮されて輸出されたブラック・フォーク版と呼ばれるアメリカ
ン・ヴァージョンである (    と呼ぶことにする)｡ 二つ目は､ ナチス政
権下で編集上映された ｢ジークフリートの死｣ と題された第一部のみのサウ
ンド版 (    ) である｡ 三つ目は､ 1980年代にミュンヘン市立博物館のエ
ノ・パラタスを中心に編集されたオリジナル音符付きのクルティカル・エディ
ション (    ) である｡ 以下にオリジナルに最も近い    に基づき物語
のあらすじを述べ､ 次節で第一部 ｢ジークフリート｣ に関して各ヴァージョ
ンの差異を検討する｡
第一部 ｢ジークフリート       ｣ のあらすじ｡ 青年ジークフリート






アルベリヒ (      ) と戦い､ 彼の隠れ蓑と財宝を奪う｡ ジークフリート
はそれらの財宝を持ち､ 12の国を領有する王としてブルグンドの王グンター
(      ) の城を訪れる｡ そこで王の妹クリームヒルトと会い二人は恋にお

















第二部 ｢クリームヒルトの復讐              ｣ のあらすじ｡ 復讐を誓
うクリームヒルトにはそれを実行する力はまだない｡ 一方､ ハーゲンはニー
ベルンゲンの宝をひそかに奪い､ ライン河に沈める｡ そんなある日､ フン族
の王エッツェル (    ) から､ クリームヒルトを妻に迎えたいという使者
が来る｡ 宮廷内の反対にもかかわらず､ クリームヒルトは申し込みを受け入
れ､ エッツェルのもとに赴く｡ 結婚の条件として､ 彼女はエッツェルに自分
の敵に対して味方するという誓いをさせる｡ 彼の力を利用してハーゲンを殺
す計画を実行するためである｡ やがて､ クリームヒルトはエッツェルの跡継







を殺して､ その首をハーゲンの前に差し出す｡ ハーゲンはただ ｢悪魔のよう





















ミュンヘン版 (    ) による ｢ジークフリート｣ の長さは10 551フィー
トである｡ 公開の翌1925年にウーファは輸出用に短縮版 (    ) を編集し
た｡ 長さは9 000フィートである｡ その後､ ウーファはナチス政権誕生の
1933年にさらにそれを7 383フィートに短縮し､ 題名も ｢ジークフリートの







フォーク版) よりも    によって分析評価した｡ また､ 研究の原資料の正
確さを吟味せずに､ 利用可能な版を用いて分析する研究者も多かったという｡
ここで､ 各ヴァージョンの差異についての検討に入る｡ まず    と    および    の構成上の違いに関していえば､     は７章からなるが､
ほかはそれを完全に無視して完全な章立てはなされていない｡ 章立てが共通









オリジナルではそうした内容の説明はなく､ 単に ｢第一歌章｣ (            )､ ｢ジークフリートはいかに竜を殺したか｣ (                        ) となっているにすぎない｡ また､ おとぎ話風にするために    

















宝獲得) を導入して彼の英雄的行為を強調する｡     と    が､ 詳細な
何物にもへつらわないジークフリートの性格を描くことで､ 徐々に英雄とし
て彼を創り上げていくのに対して､     は宮廷が待ち望む伝説的英雄を提
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なのだ｡ 一人の王の臣下になるつもりはない｣ と言い放って剣を抜く｡ しか





























































映画は 『ニーベルンゲンの歌』 を基本にしているが､ ハルボウは 『歌謡エッ
ダ』 からは､ グンターに嫁いだ後のブルンヒルトの嫉妬と憎しみのプロット
を利用し､ 『ヴォルスンガ・サガ』 からは､ ジークフリートの死骸を焼く火
の中に自ら身を投げて彼の死に殉じる場面を利用し､ 『ティードレクス・サ
ガ』 からは､ 鍛冶屋ミーメの性格付けを利用したように思われる｡ 上記３作
品と 『ニーベルンゲンの歌』 は19世紀に何度かドイツに紹介された｡ そして､
ニーベルンゲン伝説､ とりわけ 『ニーベルンゲンの歌』 を再発見して､ 一般
に広く知らしめる役割を果たしたのが､ ドイツ・ロマン派の作家たちであっ
た｡
ルートヴィヒ・ティークは1804年に 『若き日のジークフリート』 と 『竜殺
しのジークフリート』 の二つのロマンツェを書き､ ド・ラ・モット・フケー
は1908年に戯曲 『大蛇殺しのジグルト』 を書いた｡ また､ 好評を博し､ 繰り
返し上演され､ フリードリヒ・ヘッベルの戯曲 『ニーベルンゲン』 三部作
田中雄次16
(1861) に影響を与えたと言われる､ エルンスト・ラウパッパの1828年初演
の 『ニーベルンゲンの財宝』 の上演も意義深い｡ しかし､ ラングとハルボウ
















嫌い､ それらの影響を否定している｡ 確かに､ ワーグナーの死んだ1883年か
ら第一次大戦までの期間､ ヨーロッパにおけるワーグナーの影響は絶大であっ
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ムヒルトの語る長い懐古談の形で語られる｡ このことは､ ハルボウが 『ニー
ベルンゲン』 の第二部 ｢クリームヒルトの復讐｣ に焦点を当て､ 第一部の
｢ジークフリート｣ の物語を見ていない観客のために枠物語として挿入した
と考えられる｡ この意味で映画はハルボウの意図よりも 『ニーベルンゲンの












ほぼ同時期に書かれた小説は､ ハルボウが 『ニーベルンゲン』 をどのように
読み解き､ またラングがどのようにハルボウの構想を映画に適用したのかを
知る上で有益である｡

























13世紀の初めに成立したと思われる 『ニーベルンゲンの歌』 は､ 当時キリ
スト教の影響下にあったにも拘らず､ ゲルマンの英雄伝説に立ち返って描か
れている｡ 映画も歴史の再構築ではなく､ 神話的・メルヘン的な次元におい














まる｡ カメラは全景を映す｡ そこに暮らす人たちの姿は､ 背景の神秘的な場
所のなかであまりにちっぽけである｡ 洞窟のなかにカメラが入り､ ジークフ
リートが剣を研ぎ終わり､ 親代わりのミーメは出来上がりを試すべく鶏の羽








り輝く存在である (図１)｡ 洞窟の中でも､ また白馬にまたがり森を進む時
にも､ その姿は光に包まれている｡ その姿は､ アルノルト・ベックリンの一
角獣に乗ったニンフを描いた ｢森の沈黙｣ (図２) やカール・オットー・チェ


















た構図で､ それも上部のみで下部は切り取られ､ 高さが強調されている｡ 人
を寄せつけない冷たい宮廷世界がそこにはある｡ きわめて単純で幾何学的な












































する｡ それに対して､ リューディガーは､ ｢あなたはドイツの魂をご存じな
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図４ フン族の住む洞窟 図５ 髑髏に変わる洞窟











また､ 第一部と第二部を比較すると､ 第一部は全体的に壮大であるが､ 静
謐で装飾的で秩序ある世界が支配している｡ それに対して､ 第二部ははるか








ト ラ ウ マ
を受けたドイツの国民感情に触れ
た11)｡ 大戦時の将軍パウル・フォン・ヒンデンブルクは1934年５月11日の手















































の支配下にはいった｡ 南北で､ 東西で領土の一部が引きはがされ､ 毒刀
が西方から国の心臓部に､ これまで守られた国の統一にますます深く迫
ろうとしている｡ われわれの課題はドイツの魂を没落から守り､ 健全化















に入れられた遺体は悲しみの､ 瞑想の､ 追想の場であり､ 死者との同一化が
行われる場である18) ｡ 映画ではジークフリートの遺体がどう解釈されるかは
個々の観客の政治的な確信次第であった｡ 犠牲として､ 脅威として､ 悲しみ
の機会として､ 第二部のタイトルにもなっているように復讐への機会として











スは1929年に 『ニーベルンゲン』 を ｢ドイツ的忠誠の映画｣ と持ち上げ､ ま
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利であると考え､ ラングの 『ニーベルンゲン』 とナチス党大会の公式記録映
画であるレニ・リーフェンシュタールの 『意志の勝利               』






映画であったからである｡ ｢週刊映画           ｣ 誌の 『ニーベルンゲン』
田中雄次28















































ラングが 『ニーベルンゲン』 において自らに課した使命は､ ｢アメリカの
歴史映画の野外シーンの巨大さ｣ と競い合うことではなく､ ドイツ的な特質































のもとにではなく､ 作品固有の光のもとに見直す｣29) こと､ すなわち作品そ
のものへと目を転じることが肝要なのではないだろうか｡























使用した映像資料は､ ＤＶＤ 『ニーベルンゲン』 二部作 (小松弘､ 大塚真琴解説付き；紀伊国屋
書店､ 2007年) とブラック・フォーク版の ｢ジークフリート｣ および ｢クリームヒルトの復讐｣
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